


本報告書は、昭和59年度県営回場整備に伴い、発掘調査された中

田小学校周辺遺跡の報告であります。

韮崎市は縄文時代中期の集落址て著名な坂井遺跡をはじめ、国指

定史跡新府城跡など文化財の多いところでありますが、埋蔵文化財

については、大正から昭和にかけて行われた坂井遺跡が唯―の学術

的調査であり、そのほかでは遺物の発見が断片的にあるだけで、本

格的な調査は他の県市町村に比 して立ち遅れの感がありました。し

かしながら近年大規模開発にともない久保屋敷遺跡、坂井南遺跡な

ど貴重な調査報告がなされております。このような状況の中で、山

梨県随―の穀倉地帯である塩川右岸の通称藤井平での回場整備事業

が始まり、今回の遺跡発見、調査となったわけであります。

藤井平は塩)|1右岸の肥沃な平坦地で、古くより「藤井工千石」と

称した水田地帯で、私たちの祖先が遠い昔より生活を営んできた場

所であり、今回の調査によりその一端が世にあらわれることになっ

たわけであります。調査の成果は報告文にゆず り、遺跡は住居址が

主体で時代的には縄文時代、弥生時代、奈良 。平安時代と多岐にわ

たつており、何代にもわたる祖先の生活文化が解明されることとな

りました。

これらの貴重な文化財を保護 し永く後世につたえるためにも、こ

のたび本報告書が刊行できたことはまことに意義深いものがあると

存じます。また、この小冊子が先学諸氏、並びに地域の方々のお役

に立てていただければ幸いと思います。

最後に、今回の調査及び報告書作成に多大なる御理解 と御協力を

していただいた関係者の皆様方に深 く感謝を申し上げます。

昭和 60年 3月 31日

韮崎市教育委員会

教育長 岩 下 俊 男





例   言

1.本書は、県営圃場整備事業に伴 う、中田小学校遺跡の発掘調査報告書である。

2.発掘調査は、調査費の72.5%分 を峡北土地改良事務所と負担協定書を結び、残 り27.5%分

については文化庁・山梨県の補助金を受け、韮崎市教育委員会が実施 した。調査組織は別に

示すとおりである。

3,本書の編集並びに執筆は山下孝司が行い、出土遺物一覧は山下・榎本勝が作成 した。

4.遺構の図面 トレース及び遺物の実測・ トレースは、山下・榎本・越石恵理子・神谷由紀子

・山本由紀・岡田直 。三井健二他が行った。特に、13号住居址鈴 2個・17号住居址鉄鎌の実

測は、山梨県埋蔵文化財センターの保坂康夫氏の手による。

5.遺物整理は、調査参加者が主体に行った。

6.鉄器処理については、山梨県埋蔵文化財センターの協力を得た。

7.凡例

① 挿図中の ドットは焼土を表わす。 ④ 歴史時代土器断面白ヌキは土師器、黒は須恵器、

② 挿図断面図の霊惨は石を表わす。    スクリーントーンは陶磁器を表わす。

③ 縮尺は各挿図ごとに示した。   ⑤ 土器底都ヘラ削りの範囲は
―

で表わす。

尚、発掘調査及び報告書作成にあたり、諸先生がたの御指導 。御助言をいただいたので、次

に御芳名を記 して感謝の意としたい。

末木健・八巻与志夫 (山梨県教育委員会文化課)、 新津健・坂本美夫 。米田明訓・保坂康夫

(山梨県埋蔵文化財センター)、 岡本範之 (長坂町教育委員会)、 櫛原功― (大泉村教育委員

会)、 畑大介 (甲斐丘陵考古学研究会)

調 査組 織

1.調査主体 韮崎市教育委員会

2.調査担当者 山下孝司 (市教委社会教育課)

3.調査参加者 岡本嘉一、小日切まさ子、小田切絹枝、鈴木きく江、小沢高恵、小沢みやの、

小沢久江、小沢千代子、志村冴子、岡本保枝、乙黒きくゑ、長島昌子、小沢春代、志村寿

子、小沢明能、田中通也、三井健二、梶本宏、平賀久二男、東条晃嗣、雨官実、名取克正、

小池和仁

4.調査協力者 横森淳彦 (韮崎市農林課)

5.事務局 韮崎市教育委員会社会教育課

教育長 岩下俊男、課長 田中永歳、係長 真壁静夫、主任 中島保比古・円道芳美
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I 調査に至る経緯と概要

韮崎市塩ナ|1右岸の県営園場整備事業は、昭和57年 から始まり、昭和59年度には、中田町中条

の中国小学校南側の50000だ が実施予定 となっていた。本市教育委員会では、塩サ|1土地改良区

事務局から依頼 を受け、事業予定地区を昭和58年度に試掘調査を行い、遺跡の存在 を確認 した。

引き続き、その結果をもとに、峡北土地改良事務所・県教育委員会文化課 。塩サll土地改良区事

務局・市教育委員会で協議を行い、遺跡名を中田小学校遺跡 とし、昭和59年度圃場整備事業に

先立って5000活 以上 を対象 として発掘調査 を行い、記録をもって保存に代えることとした。

発掘調査は昭和59年 5月 より開始 し、約半年間行った。引き続 き遺物等の整理作業 を行い、

報告書作成までの作業が完了したのは昭和60年 3月 であった。

Ⅱ 遺跡の立地 と環境 い 1図 )

1.遺跡の立地

中田小学校遺跡は、山梨県韮崎市中田町中条宇西町榎田地内に所在 した。

韮崎市は山梨県の北西部に位置 し、甲府盆地の北西端 を占めている。市内を貫流する釜無川

。塩サ||に より、地形的に略山 。台地・平地の 3地域に分けられる。塩,II右岸の氾濫原は、塩,||

の侵食によって造 られた茅ヶ岳山麓西端の断崖 と、七里ヶ岩台地東側の片山とにはさまれた低

地性平地で、地内を貢流する黒沢川・藤井堰により水の便がよく、肥沃で豊かな水田地帯 とな

つている。 (「 甲斐国志Jに は 「穴山ヨリ南小田川、駒井、坂井、中條、下條、韮崎等 ノ数村フ

里人藤井 ノ庄五千石 卜云」 と記載があ り、古 くから穀倉地帯であったことが窺える。)当 該地帯

は平坦地の様相 を呈 してはいるが、地形 を観察 してみると、たび重なる氾濫によって自然堤防

状の微高地が所々に発達 していることが判 る。このような微高地上は古来居住地 としての利用

が考えられ、本遺跡 も西側 を南東方向に沢がはじる標高約400mの 微高地上に位置 していた。

2.周辺の遺跡

中田小学校は、仁科義男 「甲斐の先史並原史時代の調査」(『 甲斐志料集成』1935年 )に 、そ

の敷地内から縄文時代 の遺物が出土 したことが報告されてお り、中田町中条周辺は縄文時代

遺物散布地 として知 られ、金山 (縄文時代 。平安時代)①、下木戸 (平安時代)②、中道 (縄

文時代)③などの遺跡がある。また南側に続 く藤井町にも遺跡が多 く、坂井 1(縄文時代)④、

宮の前 (縄文時代・弥生時代)⑤、後田 (縄文時代・弥生時代)⑥、殿田 (縄文時代 。弥生時

代)⑦、北下条③などの遺跡がある。北下条遺跡は昭和57年 11・ 12月 に本市教育委員会によっ

て調査 され、弥生時代から平安時代までの住居址10軒が発見されている。それ らの遺跡が存在

する低地西側の片山 (七 里ヶ岩)台上は、八ヶ岳火砕流によって形成 され、小円頂丘 。窪地が

点在 し所々に湧水が発達 してお り、山梨県を代表する標式遺跡の坂井遺跡③をはじめ、古墳時

代集落址 と方形周濤墓の発見された坂井南遺跡⑩、天神前 (縄文時代)①、中条上野 1(縄文

-7-
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時代)⑫、中条上野2(縄文時代)①の各遺跡がある。

また、中世の城郭跡として、武田氏の一族穴山氏の宅跡と伝えられる黒駒神社⑭とその要害

城の能見城跡⑮、現在国指定史跡となっている武田勝頼の築城による、新府城跡⑩がある。
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Ⅲ 遺跡の地相概観

調査区域は、中田小学校南側の約5000馬 の日当 りのよい、南へ緩やかな傾斜をもつ微高地で、

東側は集落、西側は沢となっている。調査区域北端断面の土層を観察すると、上位から下位に

耕作土・水田床土・暗禍色土・砂質禍色土 。砂以下砂礫層の1贋 に堆積がみられる。遺構はほぼ

砂質褐色土中に掘り込まれているが、この層序はおおきねであり、調査区域内全体に共通する

のではなく、西側では水田床土直下に暗黄禍色土があり、南半部は砂利の流入が多い。また遺

構の検出されなかった部分では暗禍色上の下はすぐ砂礫層となってしまっていた。これらは旧

河川の複雑な氾濫によるものであろう。

Ⅳ 遺構と遺物

調査の結果、竪穴式住居llr_27軒・掘立柱建物llr 2棟・配石遺構 1基・濤・土墳群などが発見

された。以下、住居址から遺構と遺物について順に説明する。

(1号住居址) (第 3・ 4図 )

〔遺構〕

調査区西北端に位置する。水田床土下の暗黄禍色土中に禍色上の落ち込みを発見し、発掘す

る。規模は東西約3.9m、 南北約2.8mで、平面形は略長方形を呈する。壁高は20cm前 後を測る。

床面は暗黄褐色上で平坦である。柱穴・周濤はない。カマ ドは東壁を30cm程掘 り込んで構築さ

れている。長 さlm、 幅90cmで 、天丼部は陥没、両袖に石を使い土を覆ってつくられている。

燃焼部は床面より若干窪み、厚さ30cm前後で焼土がみられる。

〔出土遺物〕

カマ ド南側に主に郭類が出土した。

出土遺物一覧 (単位 :cm)

番号 種 類 器形
法 旦塁 ム

ロ 土
色  調

(偽 審)

整形・ 特徴 。そ の他
器 高 ・ 口 径 ・ 底 径

1 土師審 郭 5.6  13.8 砂粒 を含む 黄赤禍色 付高台?     2/3欠損

2 土師器 郭 4.2  12.6 砂粒 を含む 黄赤禍色
底都 回転糸切 り %欠損

内面 若干の煤付着

3 土師器 郭 3.7 砂粒 を含む 褐 色
底部 回転糸切り %欠損

外面 墨書

4 土師器 甕 一    ―-   8.4 金雲母を多量に

含む
暗赤褐色 底都破片

5 石 器 砥石
全面にわたり使用痕あり

タール付着

-ヽ 10 -―



0        1m

「
担
「
Ш
「
担

Ｅ
。
〇
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

ト

I

I

1暗偶色土

(焼土粒子を含む)

2褐色土

(焼土・ カーボンを含む)

3暗掲色上

4暗偶色土

(費偶色上を含む)

5砂質禍色土

6暗掲色土

7焼成を受けた土

8砂質褐色土

(焼土を含む)

9暗掲色上

(焼土・カーボンを含む)

10熱 を受けた土

第3図  1号住居址 (%υ カマド (痴

― - 11 -―
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o                    10cm

第 4図  1号住居址出土遺物 (%)

(2号住居址) (第 5・ 6図 )

〔遺構〕

調査区北東端に位置する。砂質禍色土中に暗褐色上の落ち込みを発見し、発掘する。規模は

東西3,2m、 南北3.2mで、平面形は方形を呈する。壁高は20cm前後を測る。床面は平坦。柱穴凸

周溝はない。カマ ドは東壁に構築されるが、煙道もなくただ掘 り窪めてあるだけで、使用 した

形跡がまったくない。思 うに、出土遺物のほとんどないことも考え合わせ、竪穴を掘った段階

で何らかの理由により廃棄され使用 しなかったのであろう。

第 5図  2号住居llr_(%)

-12-



番号 種 類 器 形
法 三塁 ム

ロ 土
色  調

(貧‖十) 整形 。特 徴 。そ の他
器 高 口 ?挙 lA径

1 土師器 士不 ―-  12.6  - 精 製 赤禍色
外面 ヘラ磨き

内面 放射状暗文 3/4欠損

〔出土遺物〕

形状の推定できるものは土師器の郭の破片のみ。

出土遺物一覧 (単位 i cm)

第 6図  2号住居址出土遺物 (%)

(3号住居址) (第 7・ 8図 )

〔遺構〕

調査区北東端 2号住居址の南側に位置する。住居llr内 埋没土は暗禍色土が主に堆積。規模は

東西約4.5m、 南北約4.2mで、平面形は略隅円方形を呈する。壁は高さ55cm前 後を測 り外傾する

が、南壁には段が認められる。床面は平坦で良好。柱穴・周濤はない。カマ ドは東壁を掘 り込

んで構築される。長 さユ.6m・ 幅1.2mで袖は石を使い土を覆ってある。燃焼部は床面より掘 り窪

んである。このカマ ド西半部は、投げ込まれたように石が集中し、壊れていた。

〔出土遺物〕

出土の状況は、部分的に集中するのではなく、須恵器とはカマ ド北側、蓋は北壁、鉄鎌は北

西コーサーといつたように、壁よりに散布 しており、そのレベルは床面より若干上位である。

出土遺物一覧 (単位 :cm)

番 号 種 類 器形
法 量 ム

ロ 土
色  調

(代‖|)

整形・ 特徴 。そ の他
器 言 口 径 贋 径

1 須恵器 郭 4.0  14.0
やや粗い

白色粒子を含む
白灰色 底都 回転糸切 り  %欠 損

2 須恵器 界 3.7  12.6 8.8 白色粒子を含む 暗灰色 付高台       %欠 損

3 土師器 l不 7.2  15,6 砂粒を含む 赤棚色 削 り出 し高台 ?   3/4欠損

4 須恵器 霊 13.0   4.2   6.6 白色粒子を含む 灰  色
底部 静止糸切 り後ヘラ削 り

略完形

5 土師器 壷 ? 一    ―-   6.5 砂粒を含む
赤偶色

白禍色

底都 回転糸切 り

胴部上半欠損

6 須恵器 蓋 3.0  54  - 白色粒子を含む 赤灰色
1/4欠損

7 鉄 器 鎌

―- 13 -―



ガ

劇 禦

住 居 址 埋 没 土

1晴褐色土層 (砂 を含む)

2晴偶色土層 (多量のカーボンを含む)

3暗褐色土層 (小粒砂 利を含む)

4褐色上層 (砂 利を含む)

5暗褐色土層
6暗掲色土層 (若干のカーボンを含 む)

7禍色土層 (砂質で堅い)

8禍色土層 (鉄分を含む)

カ マ ド

1晴偶色土

2暗偶色土(若干の焼土を含む)

3暗赤褐色上(焼上を含み、粘性がある)

4暗褐色土 (砂 利を含む)

5暗禍色上十焼土+炭
6焼上を多 く含む土

7暗褐色土(焼土を混入 )

8暗赤禍色上(全体に焼けた上を含む )

9暗赤褐色上 (焼土を含む)

10砂質禍 色土

0                   11

第7図  3号住居址 (%∂ カマド (1/Ol
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第 8図  3号住居llr出 土遺物 (%)
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(4号住居址〉 (第 9。 10図 )

〔遺構〕

調査区北端に位置する。北半部は調査区域外で完掘できなかつた。規模は東西約4.3mで、平

面形は隅円方形を呈すると思われる。壁高は30cm前 後を測る。床面は平坦で良好。周溝はない。

カマ ドは北半部に構築されていると思われる。

〔出土遺物〕

遺物の出土は少ない。須恵器の郭が床面より20cln位浮上 して出土 している。

出土遺物一覧                             (単 位 i cm)

番号 種 類 器 形
法   量

胎   土
色  調

(代船 整形・ 特 徴・ そ の他
器 扁 ・ 口 径 ・ 度 径

1 須恵器 郭 14.2 9.8 白色粒子を含む 白灰色 付高台  口縁都若千欠損

鉄  器 刀子

第9図  4号住居址 (%)

1  2

第10図 4号住居址出土遺物 (%)

- 16 -



(5号住居llL) (第 11・ 12・ 13図 )

〔遺構〕

調査区北東端に位置する。規模は一辺約 4mで、隅円方形の平面形を呈する。壁は外傾 し、

高さ30cm～ 50cmを 測る。床面は暗黄褐色上で全体的に平坦で堅い。柱穴・周濤は検出されない。

カマ ドは長さ1.8m、 幅1.3mで北壁を50cm程 掘 り込んで構築される。袖部には石が使用 してある

が、天丼部はくずれ焼土・炭等が多く堆積 していた。燃焼部は床面より若干ひくく、焼土が厚

さ5 cm前後で堆積 していた。

〔出土遺物〕

遺物はカマ ド周辺と住居l■内中央部からの出土が多い。出土状態はほとんど床面直上からで

ある。但 し第12図 10は床上20cm以 上の埋没土中の破片を接合 したもので、他の遺物とは時期を

若干異にしていると思われる。

出土遺物一覧                             (単 位 i cm)

番号 種 類 器 形
法 量 ム

コ 土
色  調

(含 |十 )
整形 。特 徴 。そ の他

器 局 口 径 ・ 辰 径

1 須恵器 郭 3.4  13.8 白色粒子を含む 白灰色
底部 回転糸切 り後全面回転ヘラ

削り       %欠 損

須恵器 郭 3.9  13.8
やや粗い

白色粒子を含む

暗灰色

黄灰色
底都 回転ヘラ切 り   %欠 損

須恵器 必 9.0
やや粗い

白色粒子を含む

灰 色

白灰色
底部 回転ヘラ切 り   %欠 損

須恵器 杯 3.5  15,0   9.5 白色粒子を含を 灰 色
底部

 界者父乙観 み
後  %欠 損

5 須恵器 啄
白色・赤色粒

子を含む

自灰棚色

赤灰禍色

底都 回転ヘラ切 り

赤焼          %欠 損

須恵器 郭 3.7  12.0 8.0 白色粒子を含む 青灰色 底部 回転ヘラ切 り後  %欠 損

須恵器 イ ―-   12.6   -― 白色粒子を含む
灰 色

灰褐色

底部 回転ヘラ切 り

%欠損

須恵器 l不 4.0  13.3 白色粒子を含む
青灰色

黄灰色

底部 回転ヘラ切 り後粘土を充填

%欠損

須恵器 郭 4。 1  12.4   8.2 白色粒子を含む 灰  色 底都 ヘラ切 り後付高台 %欠損

10 須恵器 郭 4.1  13.8   7.4
やや粗い

白色・黒色粒
子を含む

白灰色 底都 回転糸切 り    %欠 損

11 土師器 郭 2.8  12.4 精  製 白赤禍色
底都 ヘラ削 り+磨 き

内両 ヘラ磨き    若干欠損

土師器 杯 3.0  13.6 精  製 黄赤禍色
底都 静lL糸 切 り後外周のみヘラ

削 り      若干欠損

須恵器 甕 ―-   19.6   -― 白色粒子を含む 黄灰色

- 17 -
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1晴褐色土
2焼土・褐色土・晴編色土混入

3褐色土

4燒土・曜嗣色土・小礫混入

5噌渇色土(カ ーボンを含む)

6褐色土(焼土・粘性土を含む)

7贈掲色止(焼土を多く含む)

8砂 質褐色土(焼土を混入)

9砂質掲色土

第■図 5号住居址 (幼 カマド (幼
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番号 種 類 器形
法 量 ム

ロ 土
巴  調

(代‖十)
整形・ 特徴 。そ の他

審争高 ・ 口 径 ・ 展 径

土師器 甕 12.6  14.0   9.3 砂粒を含む 赤禍色 口縁都 横ナデ     %欠 損

土師器 甕 14.8  14.8  10.4
砂粒・赤色粒

子を含む
黄禍色

日縁都 横ナデ 底部 木葉痕
外面 粗い縦ヘラ削 り
内面 横ヘラ削 り    %欠 損

土師器 甕 -   24.2   - 砂粒を含む
黄禍色

黄赤褐色
口縁都 横すデ

土師器 甕 -   31.6   -― 砂粒を含む 黄白褐色
口縁都 横ナデ

外面 粗い縦ヘラ磨 き

土師器
郭

(火 ]Hl〕

皿 )

2.5  7.1  - 微砂粒を含む 黄禍色
口緑都 煤付着

底都 ヘラ削 り

石 器 砥 石 全面にわたり使用痕あり

(6号住居址〉 (第 14・ 15図 )

〔遺構〕

調査区北東端 5号住居址の南側に位置する。東側は調査区域外で完掘できなかつた。規模は

南北約4.6m。 削平されており、壁高は15cm前後を測る。床面は平坦であるが軟弱であつた。柱

穴・周濤はない。火災を受けたらしく炭化材が散在 していた。

北西コーナーに、直径約1.2m深さ約60cmの 土壊が検出された。

〔出土遺物〕

遺物の出土は極僅かであるが、炭化 した木椀の口縁部破片と鉄器など特殊なものがある。

出キ遺物一覧                              (単 位 i cm)

番号 種 類 器形
法 量 ム

ロ 土 繊Iい
整形・ 特 徴 。そ の他

器 畠 ・ 口 径 ・ 凰 径

1 木 器 杯 -   8.6  - 全面炭化   口縁都破片

2 鉄 器 力子

3 鉄 器

-21-
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(7号住居址〉 (第 16。 17・ 18図 )

〔遺構〕

調査区北東部に位置する。砂質褐色土中に暗褐色土の落ち込みを発見 し、土層観察用土手を

残 し発掘する。当初一軒としていたが調査の結果東側にもう一軒確認され、前者 をA、 後者 を

Bと した。

Aの規模は東西3.4m、 南北3.2mで 、平面形は隅円方形 を呈する。小形の深い住居址であるが、

東壁はBに切 られている。壁高は45cm前後 を測る。床面は砂質土で軟弱であった。柱穴・周濤

はない。カマ ドは長 さ lm、 幅90cmで 、北壁 を約30cm掘 り込んで構築 される。袖部は石を使い

粘土 を覆ってあ り、天丼部は陥没。燃焼部は床面より若干窪み、焼土の厚さは 3c14を測る。

Bの 規模は東西3.8m、 南北4.3mで、平面形は不整長方形 を呈する。西壁はAと 重複 してお り

明瞭ではなかった。壁高は25cn4前後 を測る。床面は暗褐色土で、堅 く平坦であった。柱穴・周

濤はない。カマ ドは長 さ約1.3m、 幅1.lmで 、北壁を若千掘 り込んで構築される。燃焼部は床面

より窪み、焼上の最大厚さは 5 cmを 測る。粘土でつ くられたと思われるが、つぶれていた。

〔出土遺物〕

A、 Bと もに遺物の出土は少ない。Aは埋没土上位からの出土が多 く、本住居址に伴 うもの

かどうかは疑間が残る。 Bは略床面直上での出土であり郭類が主である。また馬の歯 と思われ

るものが、カマ ドより南西方向に50cm程離れて出土 した。

出土遺物一覧 (単位 i cm)

番号 種 類 器形
法 旦皇 ム

ロ 士
調
すヽ

外
丙

色
で 整形・ 特徴 。そ の他

器 局 ・ 口 径 ・ 展 径

1 須恵器 鉢 15.7  32.8  11.8 白色粒子を含む 赤灰色
クト面 月同都下半に日「き目

付高台         %欠 損

2 須恵器 蓋 ―-   15.2   -― 白色粒子を含む 青灰色 外面 上部回転ヘラ削 り 2/3欠損

3 土師器 甕 ――    ―-   10.5 石英・長石

赤色粒子を含む

赤灰褐色

黄褐色
外面 縦ハケ整形   底部のみ

土  師
紡錘

車
微砂粒を含む 黄赤禍色

土 師
紡錘

車
微砂粒を含む 黄赤褐色

土 師
紡錘

車
微砂粒を含む 黄赤褐色

7 須恵器 郭 3.8  12.5 白色粒子を含む 白灰色 底部 回転糸切 り    %欠 損

土師器 郭 7.4
精 製

赤色粒子を含む
黄禍色

内面 。みこみ都 放射状暗文
底都・外面下半 ヘラ削 り
墨書 ?          完形

土師器 ナ不 ―    ―-   6.4 精 製

赤色粒子を含む
黄赤褐色

底都 回転辣切 り後外周のみヘラ削り
外面 下半ヘ ラ削 り
内面 。みこみ都 暗文   破片
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①暗褐色土層(若干の鉄分を含む)

②暗禍色土層(砂 利つばい)

③噌偶色上層 (砂 質)

X

④偶色土層(砂質)

⑤晴偶色土層(責掲色土・焼上を含む)

カクラン

1晴偶色土層 (若干 の鉄分を含む)

2暗掲色土層 (砂 つばい)

3褐 色土層 (赤偶色粒子。鉄錆色土を混入 )

4噌褐色土層

Y

7A号住居址 カマ ド

1暗褐色土
2褐 色上

(若干 の焼上を含む。粘土質)

3褐 色土(焼土混入 )

4褐 色土(粘土質)

5焼成を受けた土

7B号 住居 址 カマ ド

1暗褐色土
2禍 色土(し まりのある粘■)

3褐 色土(粘土を含む)

4晴掲色止(焼土粒子を含む)  ~~
5晴福色上(焼土粒子・粘上を含む)

6黒褐色土(カ ーボンを含む)

7暗偶色上(若子のカーボンを含む)

8暗掲色土(砂 を含 む)

9砂
10偶 色土 (若子の焼土を含む)

■褐色土 (粘質焼土を含 む)

ツ偶色土(焼土・粘上を含む)

第16図  7号住居址 (%Э カマ ド (%)

7号住居址
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第18図 7B号住居址 出土遺物 (%)

(8号住居址〉 (第 19。 20図 )

〔遺構〕

調査区北東側に位置する。排土作業に際し、カマ ド部が露呈し住居址 と判断。北側に暗褐色

土が続 くので、十字に トレンチを設定 し掘 り下げた結果、床面を検出しもう一軒住居址を確認

した。前者をA、 後者をBと した。

Aの規模は東西約3.5m、 南北約3.8mで 、平面形は南壁がふくらむ不整長方形を呈する。壁高

は20cm前後を測るが、北壁は暗褐色土で明確ではなかった。床面は堅く平坦である。カマ ドは

長さ約1,3m、 幅約70cmで 、石組粗製で東壁に構築される。

Bの規模は東西約4.8m、 南北約3.6mで、平面形は不整長方形を呈する。壁は外傾 し高さ40cm

前後を測る。床面は平坦で良好。カマ ドは北壁に構築される。長さ約70cm、 幅約70cmで 、袖部

は石を使い土を覆ってある。燃焼都火床は焼石があった。

〔出士遺物〕

A、 Bと もに遺物の出土は少ない。Aか らは、カマ ド南側床面直上に羽釜が、住居内南東都

に床面にめり込んで須恵器壺破片が出土 している。Bか らは、郭類が床面より若干浮いた状態

で出土 している。Aの須恵器は若干疑問があるが、出土遺物はA、 Bと もに住居址にともなう

巡‖□

(単位 i cm)

ものであろ う。

出土遺物一覧

番号 種 類 器形
法 皇 ム

ロ 土
B   pl司

(伏船 整形・ 特徴 。そ の他
器高・ 口径・ 底径

1 須恵器 質 精 製
暗灰色
灰 色

外面 叩き日、上部に自然釉
内面 圧痕あり    胴部破片

土師器 羽 釜 -   28.0   - 砂粒を含む 黒褐色
外面 粗いベラ磨き
口縁部 横ナデ   ロ縁都破片

3 須恵器 イ 4.3  11.7   6.6 精 製 灰白色 底都 回転糸切 り    %欠 損

土師器 郭 4.3  11.0   6.0 精 製 赤禍色
底部 静止糸切 り
外面 墨書       %欠 損

土師器 不 4.4 10.8  5,8 精 製
赤 T・lJ色

黄棚色
底部・外面下半 ヘラ削 り

内面 花弁状暗文     Tlxt片

- 26 -―



「
劇
刊
劃
＝
―

Ｅ

【
　
　
　
　
　
　
ｏ

ノ

，

≠

θ
　
　
　
　
　
洞
Ч

l黄偶色土

2暗偶色上

3責褐色上 (粘土 )

4皓掲色土(焼土粒子・カーボンを含 む)

5褐 色上 (粘土を含む)

6褐 色土

7砂 質褐色土

8砂質暗褐色土

第19図  8号住居址 (光θ 8Bカ マ ド (幼
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(9号住居址) (第 21・ 22図 )

〔遺構〕

調査区北側に位置する。規模は東西約5.h、 南北約5.6mで、平面形は不整長方形を呈する。

壁高は35clll前後を測る。床面は平坦で良好。柱穴は確認されないが、床面南東隅に直径約60cm

～70cmの精円形で床面からの深さ約50cmの 穴が検出された。カマ ドは南西端に壁コーサーを約

20cm程掘 り込んで、石組で比較的しっかりと構築される。遺存状態は良好で、中央部に焼上が

みられた。

〔出土遺物〕

遺物の出土は少ない。埋没土からは縄文時代中期末から後期にかけての土器が若干出土 した

にすぎず、本住居址にともなうと思われる遺物は皆無であった。但 し鉄器 2点の出上が日につ

いた。 1は カマ ド袖石直下からの出土で、本質部を僅かに残す刀子と思われる。 2は鉄鏃。

0       1m

第21図  9号住居址 (%)

―

――

甘

―

†
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10cm

第22図  9号住居l■出土遺物 (%)

(幻の10号住居址) (第 23図 )

調査区北西部に、,F土作業に際し土器片の集中して出土 した箇所があったので、何 らかの遺

構があるものと思い、10号住居址 と番号をつけた。しかし、調査の結果は縄文時代の土器片が

出土したのみで、遺構は確認されなかった。

幻の10号住居l■ となったわけであるが、資料として以下にいくつかの土器片を紹介しておく。

本土器片は、縄文時代中期末葉から後期の初めにかけてのものである。 1は無文で口縁部に

微隆帯がめぐる。 2は太い沈線により曲線的な区画文が施され、その間隙に充填縄文が施文さ

れている。 8。 19も 同様の手法による。 3は微隆帯と沈線が施され、口縁部をめぐる微隆帯に

は縄文が施文されている。 4は縦位に細い条線が施される。16も 同じ手法による。 5は 口縁部

に微隆帯がめぐり、そこから胴部下半には縄文が施文され、口縁無文帯には円形列点状刺突文

が施されている。 6は 口縁部に2条の微隆帯がめぐり、その間に縄文が施文されている。 7は

沈線による曲線的な区画文が施され、その間隙に充填縄文が施されている。 9も 同じ手法によ

るが、 7が石英・長石などの小砂粒を多く含み器面がザラついているのに対 し、胎土には白色

小砂粒を含み焼成良好である。10・ 18も 同様の手法による。11は 内折気味の口縁形を呈し、沈

線のみが施されている。12は 「8」 の字状文を有する把手の資料である。13は 把手の資料で、

胴部に縄文が施文されている。14は縄文を地文とし、沈線による曲線的な区画文を施 し、磨消

縄文の手法により施文されている。15も 同様の手法と思われる。17は縄文を地文とし、比較的

太い沈線による区画文を施 し、その内側に幅の広い無文帯をつくりだしている。20は沈線によ

り曲線的な文様が施され、その間に刺突文が施文されている。21・ 22は底部資料。21は 多く石

英 。長石などの砂粒を含み、底に圧痕を残す。色調はともに褐色を呈する。23は蓋。直径 7 cm

前後で、単孔を有するつまみがついている。色調は赤褐色を呈し、外面は丁寧にみがきがかけ

られており、 2個 1単位の小孔が対称的に2単位あけられている。つまみ部には刺突文がある。

24は弥生時代のものと思われる台付甕の資料。色調は赤褐色を呈し、胎土には砂粒を含む。

(11号住居址〉 (第 24・ 25図 )

〔遺構〕

調査区北半部、 9号住居址 と15号住居l」rと の間に位置する。今回の調査で唯=の縄文時代の

ρ
＝
Ｕ

Ａ
Ｕ |
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0              10Cm

第23図 幻の10号住居址出土遺物 ()`)
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住居址である。規模は東西約3.8mれ 南北約3.4mを測り、不整円形の平面形を呈する。床面は平

坦で良好。壁は外傾 し、高さ20cm前後を測る。柱穴は壁に沿って5ヶ 所確認された。炉は石囲

炉で、中央から北よりに構築される。燃焼部は床面より若千窪む。

〔出土遺物〕

比較的浅い竪穴でもあり、出土遺物は少なかった。 1・ 2と もキャリパー形の深鉢形土器の

資料である。沈線を施 し、胴部には 「八の字」文が施文されている。

第24図 11号住居址 (%)

鰈

韓

剣
‐I>

OI

0                   10Cm

を '

第25図 11号住居址出土遺物 (%)
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(12号住居址) (第 26・ 27図 )

〔遺構〕

調査区中央部に位置する。規模は東西約 5。 5m、 南北約6.8m。 平面形は略長方形 を呈するが、

西壁が長 さ約3.8mに わたり知cm程出ている。壁高は25cm前後 を測る。床面は平坦であるが軟弱

であつた。 4ヶ 所に穴が確認された一一位置、大きさなど若干問題はあるが、柱穴 と考えたい。

南西端にカマ ドと思われる石組遺構が検出されたが、使用されたことを物語る焼土がないため

カマ ドとは別の遺構であろう。 しかし他にカマ ドらしき遺構はなかった。

〔出土遺物〕

本住居址は暗褐色土の埋没土で、遺物はその上位から出土 している。

出土遺物一覧 (単位 i cm)

番号 種 類 器形
法 三塁 ム

ロ 土
調
ヽ
ノ

外
内

色
／
＼

整 形・ 特 徴 。そ の他
器 高 ・ 口 径 ・ 辰 径

1 須恵器 一霊 精  製
白灰色

灰 色
外面  ロロき目 上吉呂に自然茉由

2 土師質 郭 4。 2  15。 2
微砂粒 。赤色

粒子 を含む

赤灰禍色

暗赤禍色
底部 回転糸切 り    %欠 損

3 土師質 郭 5。 3 微砂粒 を含む 暗褐色 底都 回転糸切 り    %欠 損

4 土師質 郭 2.5 8.6 微砂粒を含む 白灰褐色 底都 回転糸切 り    %欠 損

5 土師質 郭
微砂粒

°赤色

粒子 を含む
暗褐色 底都 回転糸切 り    %欠 損

(13号住居址〉 (第 28・ 29図 )

〔遺構〕

調査区東端に位置する。砂質土中に暗禍色土の落ち込みを発見し発掘する。規模は東西約4.6

m、 南北約4.9m。 平面形は略方形を呈する。削平により南西部壁は遺存 していない。残存部で

壁高は 5 cm～ 15cm前後を測 り、ゆるやかな立ち上がりをみせる。床面は踏み堅められ、いわゆ

るパ リパ リの状態である。柱穴、周濤は確認されない。カマ ドはなく、床面に焼けた跡が 3カ

所あつた。

〔出土遺物〕

出土遺物は少なく、土師質土器が何点か出土 している。特殊なものとして鈴 2個 が出土 した。

鈴は2個 とも、床面より若干上に位置 し、北壁際に発見された。一つは金銅製で、表面に僅

かに鍍金の痕跡がみられた。また一部に布残片が付着しており、布につつまれていたか袋には

いっていた可能性がある。接合部は下部を上部の上に重ねる部分と、上部を下部の上に重ねる

部分とが交互にあるようである。九は径 9 mmの鉄球である。別の一つは鉄製で、接合部は上部

の上に下部を重ねてあり、さらにそのつなぎに別の金属 (赤金色を呈す)を用いている。九は

粉失して、ない。
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番号 種 類 器形
法   量

胎   土
色  調

俄印 整形・ 特徴 。そ の他
器 冨 口 径 匠 径

1 土師質 郭 8.3 5.0 砂粒を含む 暗禍色 底部 回転糸切 り    %欠 損

2 土師質 イ 8.6
砂粒 。金雲母

を含む
黒褐色 底都 回転糸切 り    %欠 損

3 土師質 郭 一    -   4.0 砂粒・赤色粒

子を含む
黄禍色 底都 回転糸切 り

4 土師質 】Bそ畠
砂粒・赤色粒

子を含む

黒禍色

黄褐色

5 銅 器 鈴 金鋼製 表面に鍍金

6 鉄 器 鈴

出土遺物一覧 (単位 i cm)

廻
5

第29図 13号住居址出土遺物 (%)

(14号住居址〉 (第 30・ 31図 )

〔遺物〕

調査区北半部、12号住居llrの 北側に位置する。砂質褐色土の中に暗褐色上の落ち込みを発見

し発掘する。北側は正体不明の遺構に切 られていた。規模は東西約3.7m、 南北約4,3m。 平面形

は略長方形を呈する◇壁は緩やかに立ち上がり、高さ25cm前 後を測る。床面は砂質土で、堅い

面が散在するが、北側四半部は遺存していない。カマ ドはないが、床面中央都から東へ寄った

中Ｑ

の

Ｏ

ｏ

∩

Ь

所に焼土があ?た。

〔出土遺物〕

北側の遺構からは遺物の出土はない。本住居J■ の遺物の出土は少ない。

出土遺物一覧 (単位 i cm)・

番号 種 類 器形
法   量

胎   土 而
繭

外
六

整形・ 特 徴 。そ の他
器 畠 ・ 口 径 ・ 尻 径

1 陶 器 甕 ―-   46.0   -― 精   製
色

色

禍

灰

灰

緑

外面 施釉 波状文あ り

内面 自然釉

一- 36 -―
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第30図 14号住居址 (%)

番号 種 類 器形
法   量

胎   土 面
市

外
丙

整 形 特徴 。そ の他
蓼部重・ 回 径 oFこ終

白 磁 椀 5.6 16.4 精  製 緑白色
3/4欠損

土師質 琢 2.0 3.6
砂粒・赤色粒

子を含む
黄白禍色 底都 回転糸切 り   若干欠損

土師質 鮒
杯

砂粒・金雲母

を含む
暗 褐 色 底都 回転糸切 り
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第31図  14号住居址出土遺物 (%)

(第32・ 33図 )(15号住居址〉

〔遺構〕

調査区中央部に位置する。規模は東西約5。7m、 南北約6.2m。 深 く残 りのよい住居址である。

平面形は略方形を呈する。壁高は一様ではなく、西壁は削平され約25cm、 東壁は約50cm、 南北

壁は約35cmを 測る。床面は堅く、平坦で良好であった。カマ ドは、南東コーサーに石組でしっ

かりと構築されるが、調査の結果燃焼部と思われる所に焼土は確認されなかった。柱穴・周濤

は確認されないが、他に内部施設として、カマ ド北側東壁にそって長さ約1.5m、 幅約50cmで 台

状の高まりがあつた。

〔出土遺物〕

遺物の出土は少ない、カマ ド西側南壁中位に郭が重って出土した。

出土遺物一覧 (単位 i cm)

番号 種 類 器形
法   量 ム

ロ 土
色  調

(貧醐 整 形 特徴 。そ の他
器 高 口径 底 径

1 土師器 郭 14.4 6.2
砂粒・金雲母

を含む
赤灰禍色

底都 回転糸切 り

口縁都若千欠損

土師器 郭
金雲母・赤色

粒子を含む
黄赤褐色 口縁都破片

3 鉄 器
火打

金
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(16号住居址) (第 34・ 35図 )

〔遺構〕

調査区中央部に位置する。規模は東西約6.8m、 南北約6.2m。 胴張 り気味方形の平面形を呈し、

埋没土は暗褐色土と禍色土が主に堆積 している。壁は外傾し、高さ30cm前後を測る。床面は平

坦で、軟弱。柱穴・周濤はない。カマ ドは北壁に構築されるが、破壊が著しく僅かに袖都に使

用された石と、燃焼部に焼上が確認されたのみであつた。カマ ド周辺 (図の破線内)には、粘

土 。焼土・ カーボンなどが散在 していた。

庁

一

~

↓
/´

責褐色砂層

1暗褐色土層
2暗褐色土層(焼土粒子を混入する)

3黒褐色土層
4褐色土層
5黒褐色土層(焼土粒子を混入する)

第34図 16号住居址 (%)

6黒褐色土層 (黄掲 色粒子を含む)

7禍色土層(焼土粒子・カーボンを含む)

8褐 色土層 (粘性責掲 色上、焼土粒子を混入する)

9砂質禍 色土層

-40-



〔出土遺物〕

カマ ド周辺の粘土・焼土等が散在 した中からの出土が主である。形状のしっかりとしたもの

の出土はまったくなく、ほとんど全部が破片であった。中でも形状の推測可能なものは図化し

た。

出土遣物一覧 (単位 i cln)

番号 種 類 器 形
法   量

胎   土
色  調

喰聯 整 形 特徴 。そ の他
器 畠 ・ 口 径 ・ 辰 径

1 土師器 椀 ? 7.6  11.2   6.0
砂粒・赤色粒

子を含む
黄赤褐色 底部 ヘラ削り     %欠 損

=秀
=

＼ 多 ■ ―
一

第35図 16号住居址出土遺物 (%)



番 号 種 類 器形
法 三

塁 ム
ロ 土

調
サヽ

外
丙

色
／ｔ
、

整形・ 特徴 。そ の他
器 局 。口 径 ・ 辰 径

2 土師器 甕 ―-   26.6   -― 砂粒 を含む 黄赤禍色 内・外面 横ハケ整形

3 土師品 甕 -  21.4  - 砂粒 を含む
赤褐色

暗褐色
内・外面 横ハケ整形

土師器 密 -   23.0   -― 微砂粒 を含む 白褐色 外面 ヘラ磨き

5 土師器 鉢 ? ―-   35.8   -一 砂粒 。赤色粒

子を含む
暗褐色 内・外面 横ハケ整形

6 土師器 郭 一    ―-   9。 4
細かい粒子を

含む
赤禍色

底都 回転ヘラ切 り後、静止ヘラ

削 り 内面 暗文

(17ftttと 帰号■lL)    (多何36・ 37・ 38B雪 )

〔遺構〕

調査区中央部に位置す る。砂質禍色土中に暗禍色上の落ち込み を発見 し、遺構 の切 り合 いを

考慮 し上層観察用上手 を残 し発掘す る。埋没上の状態は、暗褐色土 と褐色土が交互 に堆積 して

いた。深 く遺存状態の良好 な小形 の住居址 である。規模 は東西約3.8m、 南北約 3.9m。 平面形 は

やや胴部のふ くらんだ隅円方形 を呈す る。壁は外傾 し、高 さ60cm前 後 を測 るが、南壁上部 は 8

号住居址 と重複 してお り明瞭ではなか った。床面は平坦で良好、特 にカマ ド周辺 は堅 く踏み し

められていた。柱穴・ 周薄は確認 され ない。 カマ ドは北壁に構築 され る。規模 は長 さ約1.3m、

幅約 lm。 袖部 に石 を使 い、上 を覆 って築 かれた もの と思われ るが、遺存状態 は悪 く、流入 し

た石が多 く検出 され た。燃焼都は床面 よ り若千窪み、厚 さ約2.5cmで焼土が堆積 していた。

〔出土遺物〕

遺物 の出土は少ない。 カマ ド西側壁際中位 に須恵器の郭が略完形で出上 している。住居llr南

西端床面直上 に砥石が出土 している。 カマ ド南側床面直上に鎌が出土 している。

出土遺物一覧                              (単 位 :cm)

番号 種 類 器形
法 ム

ロ 土
調

，面
面

外
内

色
／ｔ
、

整形・ 特徴 。そ の他
器高・ 口径・ 底径

1 須恵器 蓋 ―-   23.4   -― 白色粒子を含
む

明灰色 破 片

2 土師器 郭 ―   -  8 細かい粒子を

含む
赤褐色

内面 。みこみ都 暗文

高台付          破片

3 須恵器 郭 4.2  14.3 7.2
白色粒子を含
む

白青灰色
底都 回転糸切 り

口縁部若干欠損

4 須恵器 甕 ―-   17.3   -― 白色粒子 を含
む

明灰色 破 片

5 鉄  器 鎌

鉄に付着 して全面に木質が残存 し
ていると思オつオtる が、 サ七す吊と,聾吉|

とに確認ができただけである。
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0     1m
叶 |―出

第36図

10

1暗褐色土層 (やや しまりあり)

2暗褐 色土層
3褐 色上層 (鉄分を含む)

4黒褐色土層
5褐 色上層

17号住居址 (%)

6褐 色上層(焼土粒子 を含む)

7暗偶色土層 (焼土粒子・カーボンを含む )

8暗偶色土層 ⑭ 質責禍 色土を含む)

9責褐色土層(焼土を混入)

101R色土層 (焼土粒子・カーボンを含 む)

0        1m

l暗掲色粘質上 (砂 を含 む)

2晴偶色粘質上 (小礫を含 む)

5暗黄禍色砂質土(砂 礫を含む)

6褐色粘質土(小礫をわずかに含む)

3灰褐色砂質土(4ヽ礫・炭化物を含む)7掲 色粘質土(焼土粒子・炭化物を含む
4暗責禍色粘質土(黄色粒子を含む)8褐色砂質上(焼成を受けている)

第37図  17号住居址カマ ド (%)

7     9    8
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0                   10cm

第38図 17号住居址出土遺物 (%)

(18号住居址) (第39図 )

〔遣構〕

調査区中央部に位置する。北西部分は17号住居址に切 られ遺存 していない。埋没土は大体褐

色土と暗褐色土に分けられる。規模は東西約47m、 南北約5。 7m。 平面形は短辺がややふくらむ

隅円長方形を呈する。壁高は約20cm～ 30cmを 測 り、南壁が削平により浅くなっている。床面は

堅く良好であるが、壁際では軟弱であった。床面 4ヵ 所に穴が検出されたが、柱穴かどうかの

半J断はむづかしい。炉址は遺存部にはなかつた。

〔出土遺物〕

住居址内南端床面直上に潰れて土器が出土したのみである。

色調は暗褐色を呈し、胎上には自色小砂粒を含む。口緑部外面は細かい刷毛目が施され、胴部

外面は縦方向にみがきがかけられる。内面は棒状工具によりみがきが施されるが、若千輪積痕

を残す。

(19号住居址〉

〔遺構〕

(第40・ 41・ 42図 )

調査区南半部、18号住居址の南側に位置する。最初の平面形態確認では、暗禍色土の落ち込

みは東西方向に長い長方形を呈し、その北側は焼土の若子の飛び散 りはみられたが禍色土であ

り地山との区別が困難であった。土層観察用上手を十字に残し発掘する。床面まで検出した段

階で北側へさらに続 くことが判明。規模は東西約7.2m、 南北約6.8m。 平面形は隅円長方形を呈

―- 44 -
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|>

1禍 色土層 ① を混入 )

2褐色土層 (黄偶色上を含む)

3暗掘色土層ω 質黄褐色土を含む)

4暗掲色土層
5黒褐色土層 (砂質 )

6晴渇色土層 (禍色上を混入 )

7褐色土層 (1よ とんど砂 )

0                   10om

第39図  18号住居址 (%)出土遺物 (1/3)

一
ヽ
一
一一
一

．
・
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⑥

牌 〇

霞ろD想
⑬

辞

』
〔）
　
③

Ｄ

Ｏ

1褐色土層(焼土粒子。若干の粘上を混入 )

2禍色土層(燒上、粘上を含む)

3暗褐色」唇⑭ 質)

0     1m

「

一 |―

4褐色土層(粘上を含み、しまりあり)

5晴褐色土層,

6資褐色砂層

7黒褐色土層
8焼上を混入する粘土層
9砂 質晴禍色土層

第40図 19号住居址 (始
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する。壁高は25側～30帥前後 を測 り、北壁がやや高い。床面は平坦で良好であるが、西半部は

砂質土で堅い面はあまりなかった。柱穴・周濤は確認されない。カマ ドは北壁に構築 されたと

思われるが、調査の結果遺存状態は極めて悪 く、北壁際に燃焼都焼土が検出され周辺には粘土

・焼土が散在 しグシャグシャであった。

〔出土遺物〕

須恵器が主体に出土 している。郭類は北壁際中位に重なるように出土。蓋類は住居内南四半

部床面直上に出土。土師器は東四半部に石 とともに出土 している。出土の仕方に若干の片寄 り

が見受けられる。

出土遺物一覧                              (単 位 i cm)

番号 種 類 器形
法 皇皇 ム

ロ 士
調

ヽ
ノ

画
面

外
内

色
／ｔ
、

整形 。特徴・ そ の他
辮押爵・ 口 径 ・ 尻 符

1 須恵器 蓋 ―-   19.0   -―
やや粗い

自色粒子を含む
青灰色 外面 上部回転ヘラ削り %欠損

須恵器 蓋 2.5  16.2   -― 白色粒子を含む 青灰色 %欠損

3 須恵器 芸 -   13.0   -
やや粗い

白色粒子を含む
黄灰色 外面 上部 回転ヘラ削 り 1/3欠損

4 須恵器 ITN 3.5  13.4 白色粒子を含む 白灰色
底部 回転糸切 り後外周のみヘラ

削り       %欠 損

5 須恵器 郭 3.5  12.6 白色粒子を含む
黄灰色

白灰色

底都 回転糸切 り後外周のみヘラ

削 り       完 形

6 須恵器 郭 13.2 白色粒子を含む 黄灰色
底部 回転糸切 り後外周のみヘラ

削 り       完 形

7 須恵器 lTN 3.3  13.2 白色粒子を含む 白灰色 底部 回転ヘラ切 り   %欠 損

8 須恵器 杯 4.2  14.0 8.3 白色粒子を含む 明灰色 底部 ヘラ削 り     %欠 損

須恵器 郭 ―-   13.2   -― 白色粒子を含む 白青灰色 底都 外周ヘラ削 り    破片

須恵器 甕 ―-   27.5   -― 白色粒子を含む 青灰色 口縁都破片

須恵器 甕 一    ―-   8.0 白色粒子を含む
青灰色

灰 色

底都 静止糸切 り

底都破片

土師器 甕 一    ―-   7.3
砂粒 。金雲母

を含む

黄白禍色

黄白色

底部 ヘラ削 り

外面 縦ハケ整形   底部flt片

土師器 杯 3.9 14.2 精  製 黄禍色
底都 回転糸切 り後外周ヘラ削り

%欠損

土師器 甕 -  17.8  - 砂粒 を含む 黄禍色
外面 口縁部横すデ

胴部 縦ハケ整形    破 片
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第41図 19号住居址出土遺物 (%)
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Cm

第42図  19号住居址出土遺物 (%)

(20号住居址)(第 43・ 44・ 45。 46図 )

〔遺構〕

調査区南半部東側に位置する。最初の平面形態確認では、一辺 3m強の不整方形で暗禍色土

の落ち込みを発見。土層観察用土手を残 し発掘を行 うが、床面が東 。北方向へ続 くことが判明

し拡張 していった。規模は一辺約 7mで、平面形は方形を呈する。埋没土は砂質で、砂利・礫

などが流れ込んでいる。壁高は30cm前後を測る。床面は砂質土で堅い面は全体的にはなかつた。

柱穴は4ヵ 所に整然と検出された。周濤はない。カマ ドは東壁に構築される。規模は長さ約1.1

m、 幅約1.3mで、白禍色粘土を使い築かれる。燃焼部は床面より若干窪み、厚さ7 cm前後で焼

土が堆積していた。このカマ ド上都には比較的大き

な石が堆積 し、カマ ドを潰 している。

また、土層観察によると遺構確認面位の高さで堅

い床面が確認された。出土遺物の内20。 21は この面

より上の出土である為、本住居址の上には中世の遺

構があったものと思われる。

〔出土遺物〕

遺物は床面直上か、若干上位からの出土で、本住

居址にともなうものと思われる。その位置は、須恵

器郭類は北壁際東側に、壺は北西部に、土師器郭類

は南東側隅にそれぞれ集中しており、器種などによ

り片寄 りをみせている。

罐三三tど讐;真,デ ;編こ言嵩ξξS手とどう
輔魯落監磐単

語
密≧ける)|
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N

一
Ｌ

6暗褐色土層1暗偶色土層ω 礫を含む )

2禍 色土層 (粘土を若干含 む)

3晴掲色土層 (福色土を含 む)

里_:儡書き蜃口′_ャ 本ど4‐ I‐ ‐

7褐 色土層 (責偶 色土を混入する)

8褐 色土層 (焼土を含み堅い)

9褐 色土層 (若子 の焼土粒子を含 む)

n晴偶色土層 (福 色上を含む)

12褐 色土層 (赤褐色粒子を含 む)

13褐 色土層 (やや しまりあり)

14粘 土を含む褐色上層  _ニ
65暗偶色土層 (若子の焼上粒子・カーボンを含む) 104R色土層 (カ ーボンを含む)

10

第43図 20号住居址 (%)

―- 50 -―



出土遺物一覧 (単位 i cm)

番号 種 類 器形
法 ム

ロ 土
色  訓

(仇 4+)
整形・ 特 徴 。そ の他

器高・ 口径・底径

1 須恵器 蓋 3.4  12.0 白色粒子を含む 暗灰色 外面 自然釉      彪欠損

2 須恵器 蓋 -  12.2  - 白色粒子を含む
黄白灰色
灰 色

%欠損

3 須恵器 郭 3.6 12.3
やや粗い

白色粒子を含む
青灰色

黄灰色
付高台         %欠 損

4 須恵器 郭 3.8  11.3 精 製 白灰色 底部 回転糸切 り    2/3欠 損

5 須恵器 郭 4.1  12.7   7.5 精 製 白灰色 底部 回転糸切 り    %欠 損

須恵器 郭 4.5  14.3 微砂粒を含む 黄白灰色 底都 回転糸切 り    %欠 損

須恵器 郭 4.1 12.8 8,0 白色粗子を含む 黄灰色 底部 回転糸切 り    %欠 損

須恵器 高郭
白色・黒色粒

子を含む
黄灰色 破片

須恵器 霊 ―-   12.1   -― 白色・黒色粒

子 を含む

暗灰色

灰 色
外面 自然釉    口縁部破片

須恵器 堕
白色・黒色粒

子 を含む

黒灰色

灰 色
付高台        破 片

須恵器 堕

やや粗い

白色・黒色粒
子を含む

赤灰色

明灰色

底部 静止糸切 り

付高台         破 片

土師器 郭 5.6  13.8 精 梨 黄赤禍色
底部 ヘラ削 り
内面・外面 ヘラ磨き
みこみ部 放射状暗文  /欠 椙

土師器 郭 5.5  13.9   7.4
精  製

赤色粒子を含む
黄赤褐色

底部 ヘ ラ削 り     %欠 損
外面 ヘ ラ磨 き
内面 。みこみ部 放射状Π音文

土師器 郭 4.7  12.6 精 製 黄赤禍色
底部 静止糸切り後外周のみヘラ削り

線亥1あ り。外面 ヘラ麻き。内面・みこ

み都 放射状暗文        完形

土師器 l不 4.8 12.6
精  製

赤色粒子を含む
黄赤禍色

底都 静止糸切り後外周のみヘラ削り

外面 ヘラ磨き   11縁郁若干欠損
内面・みこみ部 放射状暗文

土師器 l不 4.7  12.4
精  製

赤色粒子を含む

黄赤褐色

暗黄禍色

底部 静止糸切 り後外周のみヘラ削り

線亥1あ り。外面 ヘラ磨き。内面 。みこ

み部 放射状暗文   日縁都若千欠損

17 土師器 士不 6.5  14.6   8.8 精 裂 赤禍色
底部  ヘラ削 り 線刻あ り
外面 ヘラ磨 き     %欠 損
内面 。みこみ部 放射状暗文

土師器 甕 ―-   18.2   -
粗い

砂粒 を多量に

含む
暗禍色 口縁部 横ナデ   ロ縁部破片

土師器 甕 9.0
粗い

砂粒 を多量に
至>す o

黄禍色

白黄鶴色
底都 回転糸切 り   底部破片

20 土師質 lTh 3.8  8.4  4.6
金雲母を多量

に含む

黄黒色

黒 色
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番号 種 類 器 形
法   量

胎   土
色  調

(繊審)
整 形 特 徴 。そ の他

審妻畠 。 口 径 ・ 尻 径

21 土師質 皿 2.2 8.0
やや粗い

赤色粒子を含む
黄赤褐色 底部 回転糸切 り

22 鉄  器 映鏃

22     
「

____一―――二_____―――司一――一―――ど唱

Cm

20号住居址出土遺物 (%)

癖 ―
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(21号住居址) (第 47・ 48・ 49図 )

〔遺構〕

調査区南端に位置する。規模は東西約5.7m、 南北約 8m。 平面形は、南北がふ くらむ不整隅

円長方形 を呈する。削平 され、浅い竪穴 となってお り、壁高は15cm前後 を測る。床面は黄褐色

土で堅 く平坦であった。柱穴は住居址内北側 と南側 とに整然 と並んで 4つ検出された。炉址は

地床炉で、床面中央部から西方向に約1.3mの所にある。直径約18cmの 円形に焼土があり、まわ

りには灰などが散在 していた。他に内部施設 として、床面南端南壁にかかって、台形状に一段

高まりがあった。入口施設 と思われるが確証はない。また、本住居llrは 火災を受けたらしく、

焼土、炭などが散在 していた。

〔出土遺物〕

浅い住居址ではあるが、遺物の出土は比較的多い。

壺形土器

1.口縁部から頸部にかけての破片。色調は外面褐色、内面暗褐色を呈する。胎土には白色小

砂粒 。赤褐色粒子 を含む。器面は、外面縦方向内面横方向の刷毛 目整形の後、みがきが施 さ

れる。複合 口縁外側に 8本 1単位の棒状浮文が付けられている。口縁端には刷毛 目による文

様がみられる。

2.胴部上半以上 を欠損。こ形土器の資料。色調は暗禍色 を呈する。胎土には白色小砂粒 を含

む。内外面 ともに刷毛 目が顕著である。

斐形土器

3.胴都下半を欠損。色調は赤禍色～淡褐色 を呈する。胎土には小砂粒 を含む。器外面、頸都

は縦方向、胴部は横方向に刷毛で整形。口縁部は横撫で。器内面は刷毛整形の後丁寧な箆み

がきで仕上げてある。頸部から胴部上端にかけて、 9条の波状文 1帯 、 9条の簾状文 1帯、

9条 の波状文 1帯が施 されている。

4.胴部下半を欠損。色調は基本的には赤褐色 を呈する。胎土には小砂粒 を含む。無文で、口

縁部は横撫で、胴部外面は横方向の刷毛整形。内面は箆みがきされるが、輪積痕 を残す。

5.口縁部から頸部にかけての破片。推定復原で口径約16伽 を測る。色調は暗褐色 を呈する。

口縁部は横撫で。内面は刷毛目が頭著である。

6。 胴部下半の破片。色調は赤禍色 を呈する。胎土には白色小砂粒、若干の雲母粒 を含む。器

面は刷毛目がみられるが、磨滅によリザラついている。

7.胴都下半の破片。色調は暗褐色 を呈する。胎土には白色小砂粒 を含む。器面は刷毛整形の

後、撫でにより仕上げてある。底部に柳の圧痕が認められる。

8.底部の破片。丹彩 される。

甑 形上器

9.3分 1を 欠損。色調は暗赤褐色を呈する。胎土には小砂粒、金雲母、赤色粒子等を含む。
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口縁部は横撫で。外面は縦方向に刷毛で整形。内面は棒状工具 (?)に よりみがきをかけ、

器面を密にしてある。底部に直径約1.3cmの 単孔があく。

鉢形土器

10.3分の 1の破片。底都がないため甑 とも考えられる。色調は赤褐色～褐色 を呈する。胎土

には白色小砂粒 を含む。口縁部は横撫で。外面は縦方向に刷毛で整形。内面は横方向に刷毛

整形されるが、輪積痕 を残す。

第48図 21号住居址出土遺物 (%)
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(22号住居址) (第 50・ 51図 )

〔遺構〕

調査区南端に位置する。規模は東西 。南北約 5mで、平面形は不整方形を呈する。埋没土は

ほとんど砂礫であった。壁高は35cm前後を測る。床面は平坦であるが、砂等の流れ込みにより

明瞭でなかった。柱穴・周濤は確認されない。カマ ドは北壁と東壁を掘 り込んで2基構築され

るが、遺存状態は悪かうた。両方とも石組粗製である。

〔出土遺物〕

住居址内北東部、カマ ド周辺に郭類の出上が日立つ。

出土遺物一覧 (単位 :cm)

る .添瑶
二1 

…__転 サ

iげ

lm

貯 |―1引
D

ｆ
一

易

恥

―

ろ

番 号 種 類 器形
法   量

胎   土
巴  調

(貧諄)
整形・ 特徴 。そ の他

器 高 口径 底 径

1 須恵器 蓋 3.8  14.8   -―
やや粗い

自色糧子を含む
明灰色 上部 回転ヘラ削 り   1/3欠損

2 須恵器 啄 白色粒子を含む 明灰色 付高台        %欠 損

第50図 22号住居址 (%)
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番号 種 類 器 形
法 ム

Ｈ 土
訓

―ヽメ
外
内

色

／ｔ
、

整形・ 特徴 。そ の他
器高・ 口径 。底径

須恵器 ナ不 3.8 11.6 7.0 白色粒子を含む 黄灰色 底部 回転糸切 り    %欠 損

須恵器 郭 35 10.3 白色粒子を含む 黄灰色 底部 回転糸切 り    %欠 損

5
土師質

須恵器
郭 4.2  11 0 微砂粒 を含む 黄灰禍色 底部 回転糸切 り    %欠 損

6 土師器 啄 3,9 11.0 6.3
精  製

赤色粒子を含む
黄赤褐色

底部 回転糸切 り後外周及 び体部‐
ドニトかヽラ肖可り        墨書

内面 。み こみ都 暗文  %欠 損

7 土師器 郭 4.6  10.6 精 製 赤褐色
底部 回転糸切 り後外周及び体部

下半ヘラ削 り
内面・み こみ部 暗文  %欠 損

鉄  器 刀 ?

鉄  器 刀 子

|

|

0                    10cm

|

Φ とと

|

O

|

⑤
9

|

O

第51図 22号住居址出土遺物 (%)
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(23号住居址〉 (第 52・ 53図 )

〔遺構〕

調査区南半部19号住居址帳 側に位置する。規模は東西約5.5m、 南北約5。 7m。 平面形は略隅円方

形を呈する。削平され遺存状態は悪 く、北壁は高さ約30cm、 南壁は高さ約15cm、 東西壁は高さ

約20cmを 測る。床面は軟弱。柱穴 。周濤はない。カマ ドは北壁を約鉤cm掘 り込んで構築される。

燃焼部は床面より若干窪み、焼土の厚さは 8 cm前後。石と上を使い築かれていたと思われる。

〔出土遺物〕

郭類はカマ ド南西周辺部に、鉄器は床面南端部に出土 している。

出土遺物一覧   ‐                         (単 位 :cm)

番号 種 類 器形
法   量

胎   土
色  調

俄耐 整形・ 特徴 。そ の他
器高・ 口径・ 底径

l 須恵器 郭 9.0 白色粒子を含む 明灰色 底部 ヘラ削 り 破 片

土師器 郭 精   製 黄褐色 底部 ヘラ削 り     %欠 損

土師器 郭 5。 8 10.0
細かい粒子 を

含む
暗赤禍色

丁寧に磨かれている

底都 磨滅       %欠 損

土師器 杯 7.0 精  製 淡赤禍色 丁寧に磨かれている  3/4欠損

土師器 甕 ―-   20.4   - 砂粒を含む 黄褐色 口縁都 横ナデ     破 片

土師器 甕 ―    ―-   10.0 砂粒・赤色粒

子を含む
黄赤褐色 底部破片

鉄 器

土師器 琢
器外面に縦方向の暗文がある資料

内面 ヘラ磨き

(24号住居址) (第 54・ 55図 )

〔遺構〕

調査区南半部に位置する。23号住居址 と西側で重複 しているが、切 り合い関係は明陳でなか

った。規模は東西約3.7m、 南北約 3m。 平面形は長方形。壁は北壁が高 く約35cmれ 他は高さ20

cm前後を測る。カマ ドは南東端に位置するが、袖石など、遺存状態は悪かった。

〔出土遺物〕

カマ ド周辺に僅かに遺物が出土した。

出上遺物一覧                              (単 位 i cm)

番号 種 類 器形
法   量

胎   土
]   言

(4尊 lμ )
整形 。特徴 。そ の他

器 品 ・ 口 径 FA径

1 土師霧 郭
精  製

赤色粒子を含む
黄赤褐色

都
面
面

底
外
内

ヘラ削 り 墨書
ヘ ラ磨 き    若干欠損
みこみ部 暗文
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1晴掲色土

2暗偶色土

3明褐色土(焼土・カーボン・粘土を含 む)

4明福色土 (褐 色土・焼土を多 く混入 )

5明褐色土(焼上を混入 )

6褐色土(若子 の焼上を含む )

7褐 色土 (若干 の焼土・粘上を含む)

8褐色上(焼上・カーボンを含 む)

9時偶色上 (若子 の焼土粒子を含む )

10費褐色止
11褐 色土(焼土。黄編 色上を含 む)

12砂質褐色土

0          1m

第52図 23号住居址 (%)カ マ ド (%)
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番号 種 類 器 形
法   量

胎   土
色  調

俄仰 整形・ 特徴 。そ の他
器 島・ ロイ廉 尻 径

2 須恵器 甕
やや粗い

自色粒子を含む

暗灰色

灰 色
外面 波状文あり  口縁部破片

3 須恵器 甕
赤色、白色粒

子を含む
黄赤灰色

外面・底部 叩き目   %欠 損

内面 ハケ状工具による整形

嚇

知

0                    10cm

第55図  24号住居址出土遺物 (%)

(25号住居址) (第 56・ 57図 )

〔遺構〕

調査区南半部に位置する。西側は24号住居l■壁を切って床面が続いていた。規模は東西約4.5

m、 南北約3.4m。 平面形は隅円長方形を呈する。壁は外傾 し、高さ40cm前後を測るが、南壁は

埋没土との区別が困難だった為破壊 してしまった。カマ ドは東壁に位置 し、袖部に石を用い粘

土で覆って築かれる。燃焼部は床面より若干窪み、厚さ3 cm前後に焼土が堆積 していた。

―- 63 -―
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1時偶色土(焼土粒子を含 む)

2粘土
3噌偶色土(焼土ブロックを含む)

4闇偶色土(褐 色土。焼土を混入する)

5砂質鵜 色土 (焼成を受けた部分もある)

6褐色土(焼土・粘上を含 む)

7褐 色土(焼上・暗褐色上を含 む)

5

第56図 25号住居址 (幼 カマ ド (幼
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番号 種 類 器形
法   量

胎   土
色  調

(貧弾)
整形・ 特徴 。そ の他

器 再 回 径 ・ 贋 径

1 須恵器 郭 4.2 11.6 6.2
白色・黒色泣

子を含む
黄灰色

底都 回転糸切 り 線刻あり

%欠損

土師器 甕 ? 一    ―-   7.7 粗 い

赤色粒子を含む
黄灰色

底都 回転糸切 り
ロクロ水挽き(?)   破  片

土師器 寮 ―    ―-   7.8 砂粒・金雲母

を含む
暗禍色

底都 木葉痕   胴部上半欠損
外面 縦ハケ整形
内面 横ハケ整形

〔出土遺物〕

遺物の出土は少ない。

出土遺物一覧 (単位 i cm)

0                    10cm

(26号住居址〉

〔遺構〕

25号住居址出土遺物 (%)

(う岳58・ 59。 60C目 )

調査区中央に位置する。規模は一辺約 6m強で、略方形の平面形を呈する。埋没上の状態は

禍色土と暗禍色土が交互に堆積。東側は削平されているが、形の整った深い住居址である。壁

高は25cm～ 50cm前後を測 り西壁が高 くなっている。床面は平坦で軟弱。柱穴は整然と並んで 4

カ所検出された。他に北壁にかかつて、直径約50cm、 床面からの深さ約35cmの 穴が検出された。

炉址は地床炉で、床面中央部から北方向に約1.5mの所にあり、一辺約25cmの 不整方形に、床面

より若干窪んで焼土があった。尚住居址内中央に、床より上位 5 cm～ 30cm位 の範囲で石が集っ

ていた。

〔出土遺物〕

土器の出土状況は、住居址内南半部に集中し、床面よりやや上位であった。大半は本住居址

にともなうものであろう。

第57図
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1福 色土層 (責褐色土・石を含む )

2暗福色土層CtS色上・礫 を含 む)

3禍 色土層 (鉄分を含 む)

4福色土層 (晴福 色土混入)

0

5暗偶色土層 (孝干 嚇 色土。鉄分拾 む)

6褐 色土層
7費偶色土層 (砂 質 )

8費偶色土層 (褐 色土を含む。砂質 )

9晴偶色土層
10黄褐色砂層
■時偶色土層 (明 るい)

12噌偶色上層 (石 を含 む)

P

g  翻

第58図 26号住居址 (%)

―- 66 -



重形土器

1.口縁部から頸部にかけての破片。色調は自褐色 を呈する。胎土には白色小砂粒・赤褐色粒

子 を含む。器面は、外面縦方向内面横方向の刷毛整形。口縁内面 と頸部外面に波状文が施さ

れる。

2.底部および 2分の 1を欠損。色調は淡暗褐色 を呈する。胎上には砂粒・赤色粒 を含む。器

外面は刷毛 目が顕著である。内面はみがきがかけられるが、胴部上半は輪積痕 を残 し、胴都

中位以下は刷毛状工具による整形。口縁都は横撫でが施 される。

甕形土器

3.口 縁部から頸部にかけての破片。色調は褐色 を呈する。胎土には小砂粒 を含む。器外面は

刷毛整形、内面は細かい刷毛整形が施される。日縁には刻 目が連続する。

4.4分 の 1を欠損。色調は赤褐色～淡禍色 を呈する。胎土には小砂粒 を含む。器外面、頸都

から胴部にかけて、横～斜位の刷毛整形 を行い。胴部下半はその上を粗い箆みがきがかけら

れる。口縁部は横撫で。器内面は刷毛整形の後丁寧な箆みがきで仕上げてある。頃部に 8条

の波状文 3帯が施 されている。日縁には刻 目が連続する。

5.口 縁部から胴都にかけての破片。色調は外面暗褐色、内面白禍色を呈する。胎土には小砂

粒 を含む。器外面は刷毛 目の上にみがきをかけ、内面は刷毛日の上を撫でてある。口縁部は

横撫で。

6.底都破片。外面暗赤褐色、内面暗褐色 を呈する。胎土には白色小砂粒 を含む。器面は棒状

工具により整形。

0                1ocm
|

第59図 26号住居址出土遺物 (%)
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8～ 10は甕形土器の破片資料。波状文・簾状文などが施される。

lTh形 土器

7.3分の 1を 欠損。色調は淡赤褐色を呈する。胎土には石英 。長石小砂粒を含む。箆みがき

により器面を密にしてお り、丹彩される。

上製紡錘車             ,

11.直径 4 cm、 厚さ1.5cm、 孔の直径は 5 mm前後を測る。

鉄器

12.鉄鏃。略完形。

13.鉄鏃。欠損 している。

14.両端が欠損 し、つぶれた管状の鉄製品と思われるが、詳細は不明。

15.釘。釣針状に曲っている。

(配石遺構〉 (第61・ 62・ 63・ 64図 )

〔遺構〕

調査区西北端に位置する。規模は幅約 7m、 長さ約17m。 南側に緩やかに傾斜 している。水

田下の秒質黄褐色土上に石が集っており、中には擦痕が認められるものもあった。土墳が一基

確認された。出土遺物により、構築時期は縄文時代 と思われる。

〔出土遺物〕

本遺構からは、縄文時代中期から後期にわたる土器が認められた。ここでは文様を中心とし

て分類を行い、時間的経過をみていこう。

I群 (第62図 1・ 2)

中期初頭に位置づけられるもの。 1・ 2と も暗赤禍色を呈し、焼成良好。胎土に金雲母を多

く含む。縄文を地文とし、沈線による弧線文が施文される。三又状文もみられる。

Ⅱ群 (第62図 3～ 22・ 第63図23～ 49)

中期末葉～後期初頭に位置づけられるもの。文様により細分される。

1類 (3)

沈線による区画文を施 し、 「八の字」文がみられる。整形は雑。

2奏頁 (4・ 5)

沈線と微隆帯による区画文が施され、その間隙に磨消縄文が施文されている。 4は微隆帯

上に、 5は無文帯に列点状刺突文が施されている。

3類 (6～ 9)

内折気味の口縁形を呈し、刺突文が列点状に施されるもの。沈線をともなうものもある。

4奏買 (10ハ彰12)

無文で、把手に単孔を有する。

5類 (13)
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第61図 配石遺構 (%0)

断面三角形状の微隆帯がめぐり、沈線による区画文の内側に磨消縄文が施文されている。

無文帯には列点状刺突文が施されている。

6類 (14。 15)

口縁部に微隆帯がめ:く
'り 、上半は無文帯、下半は縄文が施されている。

7プ領 (16)
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第62図 配石遺構出土遺物 (1/4)

口縁部に沈線文、胴部に条線文が施文されている。

8類 (17～22)

口縁部に沈線がめぐり、無文帯 と縄文を分けるもの (17,18・ 22)。 沈線がめぐらないもの

(19)。  沈線が 2本 めぐるもの (21)。 沈線による区画文が施 され、その間に磨消縄文が施文さ

れるもの (20)を 一括 した。

9類 (23-28)

ご 脱2

駄

呟
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第64図 配石遺構出土遺物 (1/4)

2本の平行沈線がめぐり、その間隙に充填縄文が施 されている口縁部資料。24・ 271よ若千

異なるか ?

10類 (29～ 43)

比較的太い沈線により曲線的な区画文が施 され、その間隙に充填縄文が施 されている。

11類 (44-47)

太い沈線により曲線的な区画文が施 され、その間隙に充填縄文・列点状刺突文が施 されて

いる。列点状廉1突文だけのもの (46)、 日縁都無文帯に列点が並ぶものも一括 した。

12類 (48・ 49)

比較的太い沈線によ り曲線的な区画文が施文されている。

Ⅲ群 (第64図50～ 57)

後期前葉に位置づけられるもの。

1類 (50。 51)

口縁部に「8」 の字貼付文が施 されてぃる。51は刻 目のある微隆帯 と、沈線による格子 目

文が施文 される。

2奏買 (52-54)

2点の刺突文 を太い沈線で結ぶ微隆帯の区画文が施 されている。

3類 (55～ 57)

太い沈線により胴部に文様が施 されている。56は磨削縄文が施文される。

Ⅳ群 (第64図 58)

５

∩
――

軌

籍縁化8
外 面    内 面
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後期中葉に位置づけられるもの。色調は黒禍色を呈 し、薄手の土器である。外面には横位 と

縦位の沈線によつて区切 られる縄文帯が 3条ある。内面には沈線文のみが施 される。

59は 網代圧痕を残す底部資料。

(1号上嬢群) (第 65図 )

調査区北端の 4号住居址のまわ りに、 5基の土墳が確認された。規模は約60cm× 約80cmで 、

平面形は不整長方形 を呈する。深さは確認面より30cm前後 を測るが、出土遺物はなかった。墓

墳 と思われるが、確証はない。

(2号土塘群〉 (第 65。 66図 )

調査区北端部に位置する。 5基の土境 と、埋密が 2個体確認された。土壌の規模は直御 .2m

前後、平面形は不整円形を呈する。確認面からの深 さは約50cmを 測る。出土遺物はない。縄文

時代の墓墳 と考えてみたいが、確証はない。

1号埋甕は土坂群西端に、正位に埋設 されていた。胴部上半は破壊により遺存 していない。

確認面からの掘 り込みは、深 さ約35cm、 直径約50cmを 測る。甕は縄文時代中期末葉に位置づけ

られるもので、胴都外面に微隆帯による懸垂文が施 され、その間に無文帯 と縄文が施文されて

いる。底部には焼成後にあけられた単孔がある。

2号埋甕は土墳群中央に確認された。破損が著 しいが、正位に埋設されていた。縄文時代中

期末葉に位置づけられるもので、胴部外面に沈線による懸垂文が施 され、その間に無文帯 と縄

文が施文 されている。底部には焼成後にあけられた単孔がある。

(1号掘立桂建物址〉 (第 67図 )

調査区北端に位置する。柱間は東西約1.5m、 南北約 2mで、東西 2間南北 2間の掘立柱建物

址である。柱穴は、直径50cm前後、確認面からの深 さ約50cmを測る。出土遺物はなく、構築時

期は不明。

(2号掘立柱建物址) (第 67図 )

調査区北側 9号住居llrの 東側に位置する。柱間は約1.2mを測 り、規模は東西約 4m、 南北約

3m。 柱穴は直径約50cm、 確認面からの深 さは平均43cmを測る。10穴が長方形にめぐり、その

内側に 4穴がある。出土遺物はなく、構築時期は不明。

(1号濤) (第 68図 )

調査区北西部に位置する。北から南に流れをもつ濤。長 さ10m50cm、 幅50cm～ lm以上、確

認面からの深 さは北から南へ 5 cm～ 30cmを測 り、南半部で急に深 くな り濤幅 も広 くなっている。

遺物は土器片・石器類が出土 している。土器は縄文時代から平安時代 までのものであるが磨

滅が激 しい。石器は、石鉄・蜂の巣石がみられる。

本濤の性格・構築時期等は不明である。
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第68図  1号濤 (筋

(遺 構外出土遺物〉 (第 69・ 70図 )

本遺跡からは遺構外からも遺物の出土があり、以下に縄文時代の土器・石棒、弥生時代の土

器片を紹介 してみよう。

1.3分 の 1を欠損する浅鉢形土器。色調は褐色を呈し、内面に黒斑がある。胎土には自色

砂粒を含む。外面は、口縁部に 1条の微隆帯がめぐり、それから胴都にかけて微隆帯によ

る懸重文・弧文が交互に施され無文帯を形成 し、それ以外に縄文が施文されている。内面

はみがきがかけられている。文様の特徴などから本土器は、縄文時代中期末葉に位置づけ

られよう。出土地点は、配石遺構より北西方向に約10m離れた所で、地表下約50cmの 暗褐

色土中に検出された。

2.破損 している石棒の資料。安山岩資の石材でつくられている。出土地点は、11号住居lur

の南西方向約 5mの場所で、排土作業中に検出された。縄文時代中期のものであろう。

3.遺存部は少ないが、石棒の資料。安山岩質の石材でつくられている。出土地点は2と 同

じ付近である。縄文時代中期のものであろう。           ｀

-
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第69図 遺構外出土遺物 (%)
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第70図 遺構外出土遺物

4.甕形土器の破片資料。推定復原で口径約20cmを測る。色調は外面暗褐色、内面黄白褐色

を呈する。胎土には小砂粒を含む。外面には横位の条痕文が施される。弥生時代中期に位

置づけられるものである。

5。 土師器と思われる破片資料。色調は黄赤褐色を呈し、胎土には砂粒を含む◇内面はみが

きが施され、外面には格子状の叩き目が認められる。
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V 発掘調査の成果とまとめ

1.縄文時代

今回の調査で確認 された縄文時代の遺構は、竪穴式住居址 1軒 (11号住居址)、 埋甕 2基、

配石遺構 1基等であった。時期的には出土遺物により、それぞれ中期後半、中期末、中期末葉

～後期前半に位置づけられる。

竪穴式住居址の発見は 1軒 とす くないが、中期後半の土器片が比較的多量に出土 しているの

で、開墾耕作などによる破壊を考慮すれば、集落址であった可能性が予測 される。また、中期

末葉～後期前半の配石遺構の発見は、遺跡の例が少なく空白部 とされる後晩期の中にあって、

低位の遺跡立地状況 とも合わせ、意義あるものであった。

2.弥生時代

弥生時代の遺構は竪穴式住居址が 3軒 (18。 21・ 26号住居址)確認 された。平面形は、隅円

長方形・隅円方形 を呈 し、 4本主柱穴で地床炉をもつが、それぞれ形 も大きさも不揃いである。

特に18号住居址は、中央に 2本主柱穴をつ くる点で他 と異な りをみせてお り、住居の形態に若

干の問題 を残 している。

出土遺物は、こ・甕形土器などで、櫛描による波状文・簾状文が施 されてお り、長野県中信、

北信地方の土器の特徴が認められる。時期的には本県における該期の編年が確立 していないの

で、ここでは大きな範囲で後期 ととらえてお くことにする。

また、条痕文を有する水神平系の土器が遺構外から出土 しているが、本遺跡においても低湿

地を背景 として、農業 を基盤 とした集落の形成が推察でき、立地環境からだけでなく、甲府盆

地北西端に位置するという地理的測面 とも合わせ、県内の弥生時代 を考える上で良好な資料 と

なるであろう。

3.歴史時代

歴史時代の遺構は竪穴式住居址が23軒確認 され、出土遺物により奈良時代 (5。 16。 19。 23

号住居址)、 平安時代 (1～ 4・ 6～ 9。 15・ 17・ 20。 22・ 24・ 25号住居址 )、 中世 (12～ 14

号住居址)に分けられる。他に掘立柱建物址などが確認されている。

奈良時代竪穴式住居址は、平面形は東西あるいは南北に長い隅円長方形 を呈するが、規模は

一定 していない。カマ ドは北壁を掘 り込んで構築される。平安時代堅穴式住居址は、平面形は

略正方形が主体であるが、長方形 もある。規模は一辺約 3m～約 7mま で色々である。柱穴が

確認されたものは20号住居址だけであり、規模 も最大であった。カマ ドは東壁か北壁を掘 り込

んで構築 されるが、 9。 15号住居l■ は壁コーナーに構築される。中世竪穴式住居JILと したもの

は、規模は異なるが、カマ ドを備えておらず焼土あるV)は焼跡が床面に検出されるのを特徴 と

してヤヽる。
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以上、簡単に遺跡の概要をまとめてみたが、本遺跡の竪穴式住居祉からは、須恵器の出土が

比較的多いことが特徴として上げられる。そこで、奈良 。平安時代の土器に関して、若千の考

察を加え編年を試みることにする。

4.編年試案 カッコ内は (挿図番号一遺物番号)を表わす。

須恵器、土師器ともに良好な資料を出土している竪穴式住居址ごとに、郭類の形態変化・消

長、整形方法の変化を参考に、 I期～V期に区分を行った。

I期  5号住居址のものをあてる。

須恵器・土師器とも郭・甕などで構成される。

須恵器郭は、日径約13。 8cm、 底径約 9 cm、 器高約3.4cmで 底都切 り離 し後に全面回転箆削りを

行 うもの (12-1)、 口径約15cm、 底径約9.5cm、 器高約3.5cmで 体部が外反し口縁部が開き、底

都は切 り離 し後に深い外周回転箆削りを行 うもの (12-4)、 底部が回転箆切 りで、日径12～

13.5cm、 底径7.5～ 8cm、 器高 4 cm前後代で九底状を呈するもの (12-6・ 7・ 8)、 日径13cm、

底径 9 cm、 器高3.5～4cm代で平底で口縁部が開くもの (12-2・ 3・ 5)、 高台を付けたもの

(12-9)が ある。土師器郭は、器高の低いもので、底部外縁が丸味を呈するもの (12-11)、

底部を静上糸切 り後外周を箆削りするもの (12-12)が ある。須恵器甕は破片であり、あまり

良好な資料はなかった (13-13)。 土師器奏は、撫で整形による小形甕 (13-14)、 箆削りに

よる小形甕 (13-15)と 、長胴変 (13-16・ 17)が みられる。他に底部に箆削り痕のある灯明

皿 (13-18)も 含まれる。

Ⅱ期 19号住居址のものをあてる。

須恵器は郭・蓋・甕 。土師器は郭などで構成される。

須恵器郭は、底部回転糸切 り離 し後外周を箆削りし、口径12.5～ 13.5cm、 底径8。 5cm前後、器

高3.5～4cm代のもの (41-4・ 5・ 6。 9)、 底部回転箆切 り無調整のもの (14-7)、 底部

静止 (?)箆 削りのもの (41-8)が ある。土師器郭 (42-13)は、底部回転糸切 り離 し後体

都下端から底部外周を手持ち箆削りしてあり丸味をおびている。須恵器蓋は、外縁でいったん

水平に張 り出し口唇部が外反 しながら屈折するもの (41-1)、 器高が低 くボタン状のつまみ

を有し口唇部が垂直に屈折するもの(41-2)、 小形のもの (41-3)がみられる。須恵器甕

は、口縁部の開くもの (41-10)と 、糸切痕を残す底部 (41-11)がみられる。土師器甕は、

良好な資料はなかった。

Ⅲ期 3号住居址のものをあてる。

須恵器郭 。蓋・と、土師器郊 。壺で構成される。

須恵器郭は、底部が回転糸切 り後無調整となり、口後約14cm、 底径約8.飾 、器高約4cmの も

の (8-1)と 、高台付郭 (8-2)が ある。土師器郭は高台付の深いもの (8-3)力 み`られ

る。須恵器蓋 (8-4)は、擬宝殊状のつまみをもつ小形のものである。須恵器壷 (8-4)

は、小形の長頸壺で、土師器壷 (8-5)も 同形態と思われる。
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Ⅳ期 7B。 17・ 20。 24号住居llrの ものをあてる。

須恵器は郭 。蓋・壷・甕、土師器は郭・奏などで構成 される。

須恵器郭は、底都回転糸切 り離 し無調整で、口径12.5～ 14.5cm、 底径 7～ 8 cm、 器高 4 cm前

後代のもの (18-7、 38-3、 45-5,6。 7)、 それよりも一廻 り小形のもの (45-4)が

あり、他に高台付郭 (45-3)が あるがいずれもⅢ期よりも法量に縮小化がみられる。土師器

郭は、口唇都が細 く尖ったような形状 を呈 し、身の深い底径の大きな形態を特徴 とするものが

多い。底部 を全面箆削 りし、体部内外面に横位の箆磨きを施すもの (45-12)、 体都外面に横

位の箆磨き内面に暗文のみられるもの (45-13。 17、 55-1)、 体部下端 を箆削 りし内面に暗

文のみ られるもの (18-8)がある。また、底部切 り離 し後外周を箆削 りし、体部外面に横位

の箆磨きを施 し内面に暗文のみられるもの (45-14・ 15。 16)、 体都下端 を箆削 りし内面に暗

文のみられるもの (18-9)が ある。他に内面に暗文のある高台付郭 (38-2)が み られるが、

これ ら全ての土師器年はみこみ部にも暗文のある共通点 をもつ。須恵器蓋は、日唇部が外反 し

屈折する大形のもの (38-1)、 小形のもの (45-1・ 2)がある。須恵器壷・変は、比較的

小形のもの (38-4、 45-9。 10。 11)、 頸部に櫛描きによる波状文の施 されるもの (55-2)、

叩き目による整形のもの (55-3)な どがみられる。土師器甕は、撫で整形による長胴形のも

の (46-18。 19)が みられる。

V期  8B・ 22号住居址のものをあてる。

須恵器は郭・蓋、土師器は郭などで構成され、土師質須恵器 (51-5)がみ られる。

須恵器郭は、底部回転糸切 り離 し無調整で、口径10～ 12cln、 底径 6～ 7 cm、 器高3.5～4cm代

のもの (20-3、 51-3・ 4・ 5)で、より法量が縮小化する。高台付郭 (51-2)は 、口径

15cmと 大形の深いものであるが高台部の収縮が目立つ。土師器郭は、形態的にはⅣ期 と同様の

口唇部が尖形状を呈す底径の大きなものであるが、法量の縮小化がみ られ伴出の須恵器 とあま

り変らない大きさとなる。底部回転糸切 り離 し後、体都下端及び底都外周を箆削 りし体部内面

及びみこみ部に暗文のみられるもの (51-7)、 体部下半及び底部外周を箆削 りし体部内面及

びみこみ部に暗文のみられるもの (51-6)、 体部内面のみに暗文のみられるもの (20-5)、

底都は静止糸切 りで体部下半の箆削 り及び内面の暗文がないもの (20-4)がみられる。尚、

土師器甕については良好な資料が得 られなかった。

5,年 代

山梨県においては、過去発掘調査などによって絶対年代 を決定するような資料の出土はなく、

また、須恵器窯址の発見 。調査研究が遅れているため、土師器 と伴出する須恵器を通 して、し

かも他地域の編年 を用いて年代観の決定を行わざるを得ないような状況下にあるが、近年、末

木健、坂本美夫、堀内真、奈良泰史各氏の積極的な研究により、その編年区分・年代観に大き

な成果をもたらしているざ1)

ここではやは り須恵器イ を通 して、それ らの研究成果を踏まえ、また他地域 との比較の中で
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本遺跡の奈良・平安時代土器の年代観 を考えていくことにする。 しか しながらそれは、坂本氏

の言 うように 「他地域の編年上の変化が同一になされたという大前提に立つもの」〕であ り、今

後の調査研究により当然修正 される可能性のあることを付記 してお く。

I期  8世紀第 3四半期 をあてる。一一 底部が箆切 りで丸底状のものは 8世紀前半の特徴 を

示 してお り、他のものは法量的に前内出 2号窯期 (8世紀第 3四半期後半～ 8世紀第 4四半期

前半)に比定できる」』また、底部箆切 りの郭は、長野県箕輪町中道遺跡第 5号住居址 。第20号

住居址出土須恵器郭に類例があり、 8世紀後半代 としてとらえられている。

Ⅱ期 8世紀第 4四半期 をあてる。一一 本期に特徴的な底都回転糸切 り離 し後外周を箆削 り

するものは、その整形方法及び法量から前内出 1号窯期 (8世紀第 4四 半期後半～ 9世紀第 1

四半期前半)に比定できる。底部切 り離 し後に全面静止箆削 りを行 うものは、整形的には永田

不入窯址製品などの古い段階においてみられるものであるが、法量に疑間が残る。また口唇部

が外反する器形は他 と異 りをみせているが、長野県中野市草間窯址群大久保 3号址品に類似 し

たものが認められる。大久保 3号llrは 8世紀後半から末葉に構築されたとされている。

Ⅲ期 9世紀第 1四半期 をあてる。一一 底部回転糸切 り無調整の郭は、整形方法では新段階

に入るが、法量的にはⅡ期 を踏襲 してお り、Ⅳ期が 9世紀第 2四半期 となるため、本期 を9世

紀第 1四半期に位置づけてお く。

Ⅳ期 9世紀第 2四 半期 をあてる。一一 本期の邪は、整形方法・法量から御殿山37号窯式 (

9世紀第 1四半期後半～ 9世紀第 2四 半期前半)に比定できる。尚、7B号住居址の須恵器郭 と

土師器年は、他のものと比較 して形態に若千の変化が認められるので、時間的に後出するもの

と思われる。

V期 9世紀第3四 半期 をあてる。一一 底径は 6釦前後代で、御殿山59号窯式 (9世紀第 2四

半期後半～ 9世紀第 3四 半期)に比定できるが、日径が1lcm前後代で日径<底径 ×2の領域に

入つている点で若千のズレがありそ うである。尚、須恵器郭 と土師器郭の形態から、22号住居

址のほうが時間的に若干先行するものと思われる。

註 (1)それ らの成果は、坂本美夫 末木健 堀内真・他 「シンポジウム奈良・平安時代土

器の諸問題 (第Ⅱ版)」 『神奈川考古』第14号 1983 神奈川考古同人会に集約 され

ている。

註 (2)坂本美夫・他 「甲斐地域」前掲『神奈川考古』第14号

註 (3)I期 中、特に (12-1)に 関しては、服部敬史氏より、北武蔵前内出 2号窯期併行

の製品であり、 8世紀第 3四半期 (760年 頃)に位置づけられる。 との御教示 を得た。

尚、他の住居lr_に ついても年代 を推定 しておこう。

16・ 23号住居l■ は、須恵器の良好な伴出がなく、土師器郭の器形 もバラエティーに富んでお
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中田小学校遺跡出土土器編年表 (光)

須 恵 器 郭 類 土 師 器 郭 類

I

期

12--11

12-12

Ⅱ

期
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噛
畑
Ⅷ
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須 恵 器 郭 類 土 師 器 杯 類

Ⅲ

期

Ⅳ

期

―

46-17

45--13
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須 恵 器 郭 類 土 師 器 郭 類

V

期

||||ザ

比〆J

51-7

り、 I期・ Ⅱ期の区分に明確に当てはまらないがおよそ 8世紀後半代に位置づけておく。 4号

住居址は須恵器郭形態からШ期頃に、7A号住居址は遺特の切 り合いからⅣ期以前に、 2号住居

址は土師器郭形態からⅣ期に位置づけられる。その他それぞれ土師器形態等により、8A号住居

址は10世紀後半以降、 1。 9・ 15号住居llr_は m世紀以降、12・ 13・ 14号住居址は12世紀以降に

位置づけられる。 6号住居址は資料的に現段階では年代推定に確証が得られない状況である。

6.墨書土器について

本遺跡からは墨書土器が5点出土 している。判読可能なものは「
中」 「葛井」「○○郭」の

3点で、「中」は土師器邦体部外面に、他は底部に書かれている。

「葛井」は「ラウ身」と読み、本遺跡周辺は古来「藤井平」などと称され、本県有数の穀倉

灯髯縁」環甍を与紫箕鯨M甦顆灘iigを兵呂憲皆桑鰺孝二継岳灸紫
///

を出せない。

「○○郭」は、前 2文字が判読困難であるが、郭の底部に「郭」という文字が書かれている

ということは、郭の使用形態を知る上でおもしろい資料と言える。今後前 2文字が解読されれ

ば、用途を表わしたものか使用者名を表わしたものかが解明されることであるう。

註 (1)朝鮮半島からの帰化人に葛井氏という氏族がいたことが「続日本紀」などの記録に

みられるが、平安時代に甲斐の国に存在 したかどうかは不明である。

7.奈良・平安時代の集落構造

本遺跡で、前項4・ 5で述べた編年区分年代観た基づいて、各期に区分された竪穴式住居llr_は
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芸
一 類 士霊 甕 類

一期 3～ 4軒前後のまとまりをもち、その構築領域も時期により変化が認められる。それらの

変化を通 し、また各竪穴式住居址の形態から集落構造の実態に迫まることが可能であると思わ

れるが、ここでは今後の課題として、いくつかの問題点を上げておく。①本地域の集落全体を

考える上で、本遺跡にみられる3～ 4軒の小単位が、ひとつの集落をなすものか、それとも大

きな集落の中のひとつのグループを形成するものかどうか。②同時期の竪穴式住居址間での格

差―一住居址の規模と遺物の優位性の問題。③竪穴式住居址の形態的相違――住居構築に係る

規制 (律令制の進行が大きな一因を占めると思われる。)等 の影響など。それらは本遺跡ばかり

でなく、広く該期の集落構造を考える上で検討されなければならない。

おわりに

中田小学校遺跡は、調査面積は比較的小規模であったが、縄文時代、弥生時代、奈良・平安

時代、中世までと多岐にわたって遺構が確認され、古くから塩サ|1右岸氾濫原の低位に集落が形

成されてきたことを物語る貴重な遺跡であり、今回の発掘調査は意義のあるものであった。ま

た奈良・平安時代に関しては、竪穴式住居址から土師器郭類に伴い須恵器郭類の良好な出土が

みられ、時期的区分を明らかにすることができた。それは今後検討されていくものであるが、

本県における該期の土器を考える上で大きな成果をもたらしたと言える。しかし、縄文時代、

弥生時代を含め、遺構・遺物の検討等、残された問題は多くのものがあり、今後の調査研究の

必要性を痛感する次第である。

尚、文末でありますが、鉄器処理に関し技術指導をしていただいた保坂康夫氏と、編年作業

にあたり貴重な助言をいただいた坂本美夫氏に厚くお礼を申し上げます。
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